











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































45「児童福祉司」の質保証に関する議論についての一考察 ─ 2016年「児童福祉法」一部改正に向けての議論に着目して ─
付けられることになっている。
　配置要件については、児童虐待相談対応件数を考慮した配置標準への見直し、
教育・訓練・指導をおこなうスーパーバイザーの配置を明記する方向で報告
（提言）案がまとめられた。
　任用要件については、児童福祉司について、社会福祉士の基礎資格に応じて
必要な研修を受講させる方向で議論が進められた。また、社会福祉主事（2年
以上児童福祉事業に従事）を任用する場合には、任用前の指定講習会が義務化
されることになった。児童福祉司に研修を義務づけることで、多様なルートの
質保証をおこなおうとする方向性がみられた。
　本稿は、議事録及び資料を中心とした記述の整理であり、議論の構造を明ら
かにするためには、関係団体の資料など複数の資料を用いた多角的な分析が必
要となる。また、「児童福祉司」の質保証については、引き続きの検討課題と
なった子ども家庭福祉領域におけるスーパーバイザーの資格化に関する議論や、
任用前講習会・任用後研修のカリキュラムに関する「子ども家庭福祉人材の専
門性確保ワーキンググループ」における議論についても検討していく必要があ
るだろう。それらの点については、今後の課題としたい。
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